
                         平成２１年１１月１３日 

 

新型インフルエンザワクチンの接種後の死亡事例の報告について 

 

 

       厚生労働省                   

                    新型インフルエンザ対策推進本部 

 

 新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、死亡事例が報告されたた

め、情報提供します。本死亡事例は、主治医はワクチンとの関連はなしとしていますが、

念のため、専門家による事例の検討を速やかに行い、ワクチン接種の安全性を評価する予

定です。 

  

１．報告内容 

(1)経緯 

平成２１年１１月１３日午後１時５０分頃、新型インフルエンザワクチン接種後の

副反応報告書において、死亡事例の報告があった。 

(2)事例 

７０歳代の男性。肺気腫による慢性呼吸不全の患者。 

１１月１１日午後２時頃、新型インフルエンザワクチンを接種。接種後は特に変わ

った様子はなかったが、翌日（１２日）午後７時半頃、家人が死亡しているのを発見

した。その後、主治医と警察の検死により、急性呼吸不全による死亡と診断されてい

る。 

(3)接種されたワクチンについて 

化学及血清療法研究所 ロット SL02A        

(4)接種時までの治療等の状況 

患者は、肺気腫による慢性呼吸不全の状態であった。 

※ 肺気腫： 徐々に肺の組織が破壊され、咳や痰の症状と共に呼吸が困難になる病気。 

※ 慢性呼吸不全： 徐々に肺の機能が低下して呼吸が困難な状態になること。 

 

２．ワクチン接種との因果関係 

主治医は、もともとの病気が原因の死亡であり、本剤との関連はなしとしている。 

    

３．今後の対応 

基礎疾患を有する人に対する接種が始まっているところであり、基礎疾患による病状

や死亡も含めて報告されることがある。このため、念のため、専門家により、本死亡事

例についての接種との因果関係評価を速やかに行い、情報提供していきたい。 

※ 季節性のインフルエンザワクチンにおいても、平成２０年度は、接種後に死亡事例が２人報告され

ている（推定接種者数 4,740 万人）。 

・情報不足により、接種との因果関係は評価できない事例（1人） 

・もともとの疾患の影響が考えられ、因果関係は認められない事例（1人） 


